
「中央本部人事発令！ 女性２人に特別任務！」 

 
 
第１２グループ＝７月１日（金）活動６日目  

 
１２Ｇも「2011 男女平等産別統一闘争」に取り組んでいます。「男女雇用機会均等法」及び「地

公法 13 条（平等取扱の原則）」を遵守し、このたび道本部に「2011 男女平等産別統一闘争 全国

統一行動取り組み集約票」を提出した。 

 
その内容は、（2011 男女平等産別統一闘争」の取り組みとして、職域における男女の差別をな

くすため、第二次掛矢隊に２人の女性隊員を増員する要望書提出）というものである。 
※ 要望書原本は、画像が飛んでしまいました。 
 
 

この要望書を受け、自治労中央本部も動き出し、義援金支援チームから２人の隊員を引き抜く

形で、12Ｇ第二次掛矢隊に、女性隊員 2 人を増員する人事を発令した。しかしながら定数 6 人に

動きはなく、今後の義援金支援活動が停滞するとの指摘もある。（中央本部石上氏による辞令交付。

しかしまた画像が飛んだ。写真の差し換えで道本部・櫛部氏が授与。石上さんすいません。） 
２人は 7／2（土）より、第二次掛矢隊隊員としての活動を展開する。 

 
左より道本部櫛部氏、北広島市職岸本隊員、上士幌町職佐藤隊員。 
 
 



 
辞令は、何故か「本州最東端訪問証明書」。 （ホテル沢田屋で 100 円で売っています。） 

 
 
 
１１Ｇへ、最近Ｋ課Ｙさんは、ニコニコしながら仕事を与えてくれます。老眼の竹鼻氏に、細

かいテプラ作業を指示するのが、楽しいようです。（Ｓ気があるようです。） また画像が飛んだ。 
 
 
「緊急事態発生！」 数々の写真を提供してくれた青柳氏のメモリーカードが故障。 前号か

ら度々「画像が飛んだ」と表現しているのは、これなのである。 
そんな時、遠野市にＢＣを張る静岡隊は「私たちいろいろ機材持って来てますよ！」とフレン

ドリーな関係が功を結ぶ。さすが週 30 人動員の静岡隊。（東海地震に備える地域は違う。） 

写真左は、全道庁後志・鈴木氏          （これは、備蓄庫に米を搬入するようす。） 
「直りましたよ！」の声に安心。毎週金曜日に交代する静岡隊は、その日のうちに高速バス１３

時間の弾丸ツアーで帰路に着く。（眠れないとのことであった。） 
あれ、昨日撮った写真だけ消えている。「直ってないぞ！静岡隊」 
先日のＴ氏がカメラに触れて以来、写真についていない１２Ｇであった。 
 
 
 
 
 



掛矢隊への辞令を受け、引継書を打ち出す岸本隊員。 異動準備の佐藤隊員。 

 
 青柳氏はこの格好で度々山田町役場を徘徊する。（われわれの目的は被災者のための復興支援だ。

でも暑いから事務所に帰ってくると、すぐ脱いでしまうのである。） 

これに自治労北海道本部と網走地方本部が加わるが、 「何で一番下なんですか？」の問いに、 
持ってくるのを忘れました。腕章マニアですか？    シャツ事件ですか？ いいえ 
はいそうです。                   おにぎり事件です。（冗） 

 
自治労大阪府本部の３人、後方に北海道の３人。 

 
写真手前、大阪は左から自治労復興支援活動のシンボル的存在小川氏、マネージャーの大塚氏、

広報担当の高浦氏である。 後方の紹介はカットで。（太字だけ読んでください） 
 



２９日に記事にするのを忘れていました。 
＜我々１２Ｇには、特別な任務が用意されていた。それは６月２９日の夜のことであるが、本

年長野市における自治労定期大会でお披露目予定の「被災地復興支援活動」記録ビデオ製作とい

うものであった。その際、夜の交流会部屋には、撮影のため豊富な酒類とつまみが用意されると

の誘いに、のこのこと入室する北海道と大阪のメンバー。あれ他の県は？  
それはさておき、「竹鼻談話」を越える注目すべき、大阪府職小川氏発言の一部をここに紹介す

る。（大阪では「頑張って」という相手が頑張る言葉使わないという。避難所支援を行ってきた大

阪チームにとって、みんなすでに頑張っている。一日も早く元の生活に戻るべき復興には、日本

国民全員の支援の輪が、今まで以上に必要であることを強調する。「頑張るや！」という言葉は、

自分も頑張る・相手も頑張る。この言葉を今の東北、これからの日本に広げていきたい。）この発

言に「竹鼻談話」も撃沈。 
小川氏の今後の活動は、おそらく「被災地復興支援活動」記録ビデオの主役としての呼び声が

高く、長野大会では小川グッズの販売、またサイン会も計画されている。大塚マネージャーの話

によると、すでに復興支援活動中にひげを伸ばすといった「小川現象」がはやり始めているとい

う。本人はまだまだ被災地への残留を希望しているが、７月３日付で被災地のＢＣ宮古市を後に

するという。広報の高浦氏は、小川氏の動向で、Ｎ○Ｋプロフェッショナル「復興引受人・小川」

のタイトル名を公表した。＞ 
 
 
【次回予告】     
・復興支援最終話（女性隊員活動開始） 
・報告者は誰？ 
・今日の小川氏 
      を予定しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


